
令和 6年度 第 1回 豊中市総合計画審議会 

 

【日時】令和 6年（2024年）10月 1日（火曜）18時 30分～ 

【場所】豊中市役所第二庁舎 3階大会議室または Zoomによる WEB会議 

 

次 第 

１．会長の選出について 

２．2024年度(2023年度実施分)政策評価結果の諮問について 

３．2024年度(2023年度実施分)政策評価結果について 

 ＜確認ポイント＞ 

 ①各評価シートの部局・課ごとの取組みや今後の方向性が総合計画の施策や施策

の方向性、全市的な方針に沿った内容になっているか 

 ②市民にとってわかりやすい評価になっているか 

 

４．その他 

＜今後の日程＞ 

  ○第 2回 

   日時：12月 3日(火)18時 30分～ 

場所：豊中市役所 第二庁舎 3階大会議室または zoomによる WEB会議 

＜資料＞ 

〇【資料１】豊中市総合計画審議会に係る規則等について 

〇【資料２】豊中市総合計画審議会 委員名簿 

○【資料３】2024年度(2023年度実施分)政策評価結果(全体版) 

○【資料４】2024年度(2023年度実施分)政策評価結果(概要版) 

○【資料５】政策評価のチェックポイント 

○【参考１】第４次豊中市総合計画後期基本計画 

○【参考２】第４次豊中市総合計画後期基本計画 行政評価指針 

○【参考３】2024年度(2023年度実施分)政策評価結果 用語集 

〇【参考４】政策評価シート記入マニュアル 

○【参考５】2024経営政略方針 

○【参考６】2025経営戦略方針 

○【参考７】子育てしやすさ NO1（広報とよなか 12月号） 

○【参考８】総合計画・基本政策・経営戦略方針の関係図 



豊中市総合計画審議会に係る規則等について 

 

１．豊中市総合計画審議会規則 

第１条 この規則は，執行機関の附属機関に関する条例（昭和２８年豊中市条例第３８号）第

２条の規定に基づき，豊中市総合計画審議会（以下「審議会」という。）の組織及び運営そ

の他審議会について必要な事項を定めることを目的とする。 

第２条 審議会は，市長の諮問に応じて総合計画に関する重要事項について調査審議し，意見

を答申するものとする。 

第３条 審議会は，委員１２人以内で組織する。 

第４条 委員は，次の各号に掲げる者のうちから，市長が委嘱する。 

(1) 学識経験者 

(2) 市民（市の区域内に事務所又は事業所を有する者，市の区域内に存する事務所又は事業

所に勤務する者及び市の区域内に存する学校に在学する者を含む。） 

２ 前項第２号に掲げる者は，公募により選考する。ただし，応募がなかったときその他やむ

を得ない理由があるときは，この限りでない。 

第５条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

２ 委員は，前条第１項第２号の委員を除き，再任されることができる。 

 ３ 市長は，特別の理由があると認める場合は，第１項の規定にかかわらず，委員を解嘱す

ることができる。 

第６条 審議会に会長を置く。 

２ 会長は，委員の互選によって定める。 

３ 会長は，審議会の事務を総理し，審議会を代表する。 

４ 会長に事故があるときは，あらかじめ会長が定めた委員が，その職務を代理する。 

第７条 審議会は，会長が招集し，会長が議長となる。 

２ 審議会は，委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するとこ

ろによる。 

第８条 会長が必要と認めるときは，審議会に部会を置くことができる。 

２ 部会は，会長が指名する委員で組織する。 

３ 部会に部会長を置き，部会に属する委員のうちから会長が指名する。 

４ 部会長は，部会における審議状況及び結果を審議会に報告しなければならない。 

第９条 会長は，必要があると認めるときは，関係者の出席を求め，その意見を聞くことがで
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きる。 

第１０条 審議会の庶務は，都市経営部経営戦略課において処理する。 

第１１条 この規則に定めるもののほか，審議会の運営について必要な事項は，会長が定める。 

附 則 

１ この規則は，公布の日から施行する。 

２ 豊中市総合計画審議会規則（昭和４３年豊中市規則第３０号）は，廃止する。 

３ この規則施行後最初に招集される審議会の招集及び会長が決定されるまでの審議会の議長

は，市長が行うものとする。 

４ 令和２年６月２日から令和４年５月３１日までの間に委嘱される第４条第１項第２号に掲

げる者のうちから委嘱される委員の任期は，第５条第１項の規定にかかわらず，同日までと

する。 

附 則（昭和６３年５月１０日規則第１８号抄）～附 則（令和５年４月１日規則第１

４号抄） 省略 

附 則(令和６年３月２１日規則第２３号) 

この規則は，令和6年6月1日から施行する。 

 

２．豊中市情報公開条例（抜粋） 

(会議の公開) 

第２３条 附属機関等の会議(法令等の規定により公開することができないとされている

会議を除く。)は，公開するものとする。ただし，次に掲げる場合は，非公開とすること

ができる。 

(1) 不開示情報が含まれる事項について調停，審査，審議，調査等を行う会議を開催する

場合 

(2) 物理的な妨害行動等が客観的に予測され，当該会議の公正かつ円滑な運営に支障が生

じると認められる場合 

 

３．審議会等の会議の公開の実施に関する要領（抜粋） 

第２ 公開，非公開の決定 

１ 審議会等の会議の公開，非公開については，条例に基づき，当該審議会等がその会議

において決定するものとする。ただし，新たに設置される審議会等であって，審議会等

の設置の趣旨，目的等から当該審議会等の会議を公開することが条例に基づき明らかな

場合は，当該審議会等を設置する執行機関が会議を公開することを決定することができ

る。 

 



2024.6.1現在

No. 区分 所属等 名前

1 甲南大学　経済学部　教授 石川　路子

2
大阪人間科学大学
人間科学部　教授

 大野 まどか

3 慶應義塾大学　理工学部　准教授 川久保　俊

4 千里金蘭大学　教育学部　准教授 岸本　みさ子

5 ＬＩＮＥヤフー株式会社　事業開発部　部長 佐藤 将輝

6 近畿大学　経営学部　教授 高橋　一夫

7 日本福祉大学 社会福祉学部　教授 田中　優

8 甲南女子大学　国際学部　教授 　野崎 志帆

9 近畿大学 総合社会学部　教授 久 隆浩

10 豊中商工会議所　会頭 吉村 直樹

11 ― 坂東 世理子

12 ― 元木 健太

（区分順・50音順・敬称略）

豊中市総合計画審議会　委員名簿
（任期：令和6年6月1日～令和8年5月31日）

学識経験者

市民
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第1章 子ども・若者が夢や希望を
もてるまちづくり

1

【資料３】



1-１．妊娠・出産・子育て支援の充実 総合計画：36P

2



3



1-２．教育環境の充実 総合計画：38P

4

関連部局・課

教育委員会 教育総務課、教育委員会 学務保健課、教育委員会 学校施設管理課特任主幹、教育委員会 学校施設管理課、教育委員会 学校給食課、
教育委員会 読書振興課、教育委員会 教職員課、教育委員会 学校教育課、教育委員会 教育センター、教育委員会 児童生徒課

4



5



6

1-３． 子ども・若者への総合的な支援の充実 総合計画：４０P

関連部局・課

市民協働部 くらし支援課、こども未来部 こども政策課、こども未来部 こども支援課、こども未来部 子育て給付課、こども未来部 こども安心
課、こども未来部 おやこ保健課、教育委員会 社会教育課、教育委員会 児童生徒課、教育委員会 学び育ち支援課

6



7



8

第2章 安全に安心して暮らせる
まちづくり



9

2-１． 住み慣れた地域で暮らし続けられるまちづくりの推進 総合計画：４４P

関連部局・課

総務部 行政総務課、市民協働部 くらし支援課、福祉部 地域共生課、福祉部 福祉指導監査課、福祉部 福祉事務所、福祉部 障害福祉課、
福祉部 長寿社会政策課、福祉部 長寿安心課、健康医療部 保険給付課



10



11

2-２． 保健・医療環境の充実 総合計画：４8P



12



13

2-３． 消防・救急救命体制の充実 総合計画：５０P



14



15

2-４． 災害に強く、犯罪を防ぎ、安全に暮らせる地域づくり 総合計画：５２P

関連部局・課

総務部 法務・コンプライアンス課、都市経営部 経営戦略課、都市経営部 危機管理課、市民協働部 くらし支援課、都市基盤部 基盤管理課、
都市基盤部 基盤保全課、都市基盤部 維持修繕課



16



17

第３章 活力ある快適なまちづくり



18

3-１． 環境意識の向上と快適なまちの環境の保全・創造 総合計画：５６P

関連部局・課

都市活力部 空港課、都市活力部 産業振興課、環境部 ゼロカーボンシティ推進課、環境部 美化推進課、環境部 公園みどり推進課、環境部 環境
指導課、都市基盤部 基盤管理課、都市基盤部 基盤保全課、都市基盤部 維持修繕課

18



19



20

3-２． 脱炭素・循環型社会の実現 総合計画：５８P

20



21



22

３-3． 安全で安心なまちの基盤づくり 総合計画：６０P

関連部局・課

財務部 資産管理課、都市計画推進部 都市整備課、都市計画推進部 建築審査課、都市基盤部 交通政策課、都市基盤部 基盤整備課、
都市基盤部 基盤管理課、都市基盤部 基盤保全課、都市基盤部 維持修繕課

22



23



24

3-４． だれもが住みやすい住環境の実現 総合計画：６２P

関連部局・課

都市経営部 経営戦略課、都市活力部 空港課、財務部 資産管理課、都市計画推進部 住宅課、都市計画推進部 都市計画課、都市計画推進部 都市
整備課、都市計画推進部 開発審査課、都市計画推進部 建築審査課、都市計画推進部 建築安全課、都市計画推進部 中高層建築調整課、都市基盤
部 基盤整備課

24



25



26

3-５． 産業振興の実現 総合計画：６４P

26



27



28

第４章 いきいきと心豊かに暮らせる
まちづくり



29

4-１． 共に生きる平和なまちづくり 総合計画：６８P



30



31

4-２． 学びと文化のあふれるまちづくり 総合計画：７２P

関連部局・課

都市経営部 秘書課、都市活力部 魅力文化創造課、都市活力部 スポーツ振興課、教育委員会 社会教育課、教育委員会 読書振興課、教育委員会
中央公民館

31



32



33

第５章 施策推進に向けた取組み



34

５－１． 情報共有・参画・協働に基づくまちづくり 総合計画：７６P

関連部局・課

総務部 行政総務課、総務部 法務・コンプライアンス課、都市経営部 広報戦略課、市民協働部 コミュニティ政策課、市民協働部 地域連携課、
教育委員会 教育総務課

34



35



36

５－２． 持続可能な市政運営の推進 総合計画：７9P

関連部局・課

総務部 行政総務課、総務部 人事課、総務部 職員課、総務部 契約検査課、総務部 法務・コンプライアンス課、都市経営部 経営戦略課、都市経
営部 秘書課、都市経営部 広報戦略課、都市経営部 とよなか都市創造研究所、都市経営部 デジタル戦略課、都市経営部 危機管理課、財務部 財
政課、財務部 固定資産税課、財務部 市民税課、財務部 債権管理課、財務部 資産管理課、財務部 施設課、市民協働部 庄内出張所、市民協働部
新千里出張所、市民協働部 地域連携課、健康医療部 保険給付課、健康医療部 保険相談課

36



37



38

リーディングプロジェクト
（南部地域活性化プロジェクト）



リーディングプロジェクト（南部地域活性化プロジェクト） 総合計画：８2P

39



40



「令和９年度末に実現したい状態」に向けた「施策の方向性」に沿った
取組み内容

拡充 継続 変更

「令和９年度末に実現したい
状態」に向けた取組みの進捗度

１ 想定以上に進んでいる 2 0 0

２ 想定どおりに進んでいる 6 9 0

３ 想定よりやや遅れている 0 0 0

４ 想定より大幅に遅れている 0 0 0

２０２４年度（２０２３年度 実施分）行政評価結果 概要

本市では、平成30年度（2018年度）に策定した第4次豊中市総合計画前期基本計画において、行政評価による市政運営を図
ることを明らかにし、第4次豊中市総合計画前期基本計画行政評価指針に基づき行政評価に取り組んできました。

本年度からは、令和5年度（2023年度）からスタートした第4次総合計画後期基本計画に基づき策定された第4次豊中市総合
計画後期基本計画行政評価指針（以下、「後期基本計画行政評価指針」という。）に基づき運用しています。

   後期基本計画行政評価指針では、後期基本計画における16施策とリーディングプロジェクトに設定した「令和 9 年度末に実
現したい状態」と「重要目標達成指標(ＫＧＩ)」について、どれだけ実現したい状態に近づいているかを基本的な視点として、施策
ごとの進行管理を行うこととしています。後期基本計画の「令和９年度末に実現したい状態」に近づいているかどうかは、「取組
みの進捗度」と『「施策の方向性」に沿った取組み内容』の２軸で評価しています。評価結果の概要は下記のとおりです。

【令和6年度（令和5年度実施分）の政策評価結果】

【資料４】



（１）想定以上に進んでいる・拡充（２件）

２０２４年度（２０２３年度 実施分）行政評価結果 概要

1-2 教育環境の充実 
R5年度実績 子育てしやすさNO1を宣言し、修学旅行全額補助、AIドリル施行導入を実施

R6年度以降拡充 学びの多様化学校開設、教育DXの推進

1-3 子ども・若者への総合的な支援の充実
R5年度実績 放課後等の児童の居場所づくり事業の拡充、コミュニティスクールの拡充

R6年度以降拡充 高校生世代のひきこもり未然防止事業、放課後こどもクラブの機能拡充

（２）想定通りに進んでいる・拡充（６件）

1-1 妊娠・出産・子育て支援の充実 R6年度以降拡充 フリータイムプロジェクト、マイ子育て広場の本格導入

2-1 住み慣れた地域で暮らし続けられるま
ちづくりの推進

R6年度以降拡充 地域包括ケアシステムの構築、介護人材の確保・定着に向けた取組み

3-1 環境意識の向上と快適なまちの環境
の保全・創造  

R6年度以降拡充 市民・団体の参画、大規模公園における公民連携事業の推進

3-3 安全で安心なまちの基盤づくり R6年度以降拡充 危険密集地区の9割減、シェアサイクル拡大、東西線の大型バス向け道路改良

3-4 だれもが住みやすい住環境の実現 R6年度以降拡充 原田緑地整備、駅周辺まちづくりの推進

3-5 産業振興の充実 R6年度以降拡充 副業人材等の活用をはじめとする人材確保促進、多様な都市機能の誘致



２０２４年度（２０２３年度 実施分）行政評価結果 概要

（３）想定通りに進んでいる・継続（９件）

⚫ ２－２ 保健・医療環境の充実
⚫ ２－３ 消防・救急救命体制の充実
⚫ ２－４ 災害に強く、犯罪を防ぎ、安全に暮らせる地域づくり
⚫ ３－２ 脱炭素・循環社会の構築
⚫ ４－１ 共に生きる平和なまちづくり
⚫ ４－２ 学びと文化のあふれるまちづくり
⚫ ５－１ 情報共有・参画・協働に基づくまちづくり
⚫ ５－２ 持続可能な市政運営の推進
⚫ リーディングプロジェクト



政策評価シートのチェックポイントについて

№ 該当する項目 コメント

1 （１）取組み

2 （３）成果

4
（１）取組み
（３）成果

5
（２）KGI
（３）成果
（４）課題

6 （４）課題

7 （５）今後の方針

8

（６）R5年度の取組みの進捗度
・想定以上に進んでいる
・想定どおり進んでいる
・想定よりやや遅れている
・想定より大幅に遅れいている

9

（７）R6年度以降の取組み内容
・取組み内容を拡充する
・取組み内容を継続する
・取組み内容を変更する

（１）～（４）の記述内容をもとに、取組みの進捗度は選択されているか。
特に取組みの進捗度が「想定以上に進んでいる」「想定よりやや遅れている」「想
定より大幅に遅れいている」を選択している場合、その理由が文中から読み取れ
るようになっているか。

（４）・（５）の記述内容をもとに、今後の方向性は選択されているか。
特に「取組み内容を拡充する」「取組み内容を変更する」とした場合は、その内容
が文中から読み取れるようになっているか。

成果は、地域や市民にどういう影響を与えたかの視点で記載されているか。
また、可能な限り、数値やエビデンスに基づいて記載されているか。

課題は内的要因（これまでの取組み結果や内部の要因）と外的要因（社会環境・
経済・人口等）の両局面から分析され、示されているか。

（例）
×　～を実施しました。⇒　〇　～実施により、市民の満足度が〇％向上しまし
た。
×　～を図りました。　 ⇒　○　～を図った結果、○○できました。
×　～を進めました。　 ⇒  ○　～を進めることで○○につながりました。

（４）の課題に対応する今後の方針が示されているか

（３）成果

ポイント

他市比較・先進事例をふまえて市の取組みをアピールできているか。

3

（２）のKGIの数値が目標に対して大幅に達成している、ないしは遅れている場
合は、その理由が（３）成果または（４）課題の欄で説明されているか。

取組みは、重点的に実施した取組みやトピックとなる取組み、効果があった取組
みに絞って記載できているか。

成果は、（１）の取組み内容と整合が図られているか。

【資料５】
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           １．はじめに                      

 

 

豊中市では、平成 12 年度（2000 年度）から事務事業評価を実施し、個々の事

務事業の見直しを行い、業務の効率化に取り組んできました。 

また、平成 19 年度（2007 年度）に施行された豊中市自治基本条例第 20 条の規

定により、総合計画に基づく行政評価制度を構築し、平成 24 年度（2012 年度）

から運用を開始しました。 

 

 平成 30 年度（2018 年度）からは第 4 次豊中市総合計画前期基本計画（以下、

「前期基本計画」という）に基づく市政運営を推進するとともに、前期基本計画

行政評価指針に基づき、ＰＤＣＡ（Plan―計画、Do－実行、Check－評価、Act

－改善）サイクルをまわし、進捗状況を評価してきました。 

この度、令和 5 年度（2023 年度）から第 4 次豊中市総合計画後期基本計画（以

下、「後期基本計画」という）がスタートしたことに伴い、新たに後期基本計画

行政評価指針を策定するものです。 

 

後期基本計画行政評価指針に基づき、これまで同様にＰＤＣＡサイクルをまわ

し、各施策に位置づける「令和9年度（2027年度）末に実現したい状態」の達成

に向け、後期基本計画の着実な進行を図ります。 
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        ２．行政評価制度の目的                   

 

 

◆成果重視の行政運営 

◆職員間の目的・課題の共有 

◆説明責任の確保 

 

 

○成果重視の行政運営 

・「どれだけ仕事をしたか」ではなく「どれだけ成果があがったか」とい 

う視点を重視した行政運営を行います。 

 

○職員間の目的・課題の共有 

・行政評価を行うことにより、施策や事務事業の目的と政策をとりまく課 

題を職員間で共有します。 

 

○説明責任の確保 

・評価結果を公表することで、施策や事務事業の現状について、市民・事 

業者への説明責任を確保することや、目的・課題を共有することにつな 

げます。 
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        ３．行政評価制度の構成                   

 

（１）行政評価制度の基本的な枠組み 

 

 

◆「政策評価」及び「事務事業評価」で構成 

・政策評価 ⇒ 総合計画の政策・施策を評価 

・事務事業評価 ⇒ 個別の事務事業を評価 

   ◆政策評価については、豊中市総合計画審議会で検証 

 

 

 

○行政評価制度は、総合計画の政策・施策を評価する「政策評価」と個別の事務

事業を評価する「事務事業評価」で構成します。 

 

○「政策評価」により、総合計画の政策・施策の進捗状況を把握し、その後の展

開を定めるとともに、「事務事業評価」により、個別の事務事業について適正

化・効率化・質の向上を図ります。 

 

【行政評価の構成】 

 

  

  
総合計画 

実施計画 

基本構想 

基本計画 

政策体系 

 

事務事業 

 

施策 

政策 

行政評価 

■目的 

・成果重視の行政運営 

・職員間の目的意識の共有 

・説明責任の確保 

 

政策評価※ 

事務事業評価 

※豊中市総合計画審議会で検証 
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（２）政策評価 

 

 

【定  義】  「まちの将来像」の実現に向けて、政策・施策がどれだけ

進んだかの評価を行うこと 

【目  的】  総合計画の進行管理 

【対  象】  後期基本計画の 16施策及びリーディングプロジェクト 

【評 価 者】  施策を担当する部局長 

【結果の活用】 政策・施策を改善していくうえでの判断材料とし、その後

の「施策の方向性」に沿った取組みへとつなげる 

 

 

○後期基本計画では、各施策に「令和 9 年度末に実現したい状態」と「重要目標

達成指標(ＫＧＩ)」を設定し、どれだけ実現したい状態に近づいているかを基

本的な視点として、施策ごとの進行管理を行います。 

 

○「令和 9 年度末に実現したい状態」の達成に向けて、各施策に「施策の方向

性」を設定し、取組みの方向性を示しています。 

 

○「重要目標達成指標(ＫＧＩ)」は、アウトカム(成果)・アウトプット(活動内容

や活動量)両方の視点から総合的に実現したい状態を測る主な指標として設定し

ています。 

 

○部局長が、重要目標標達成指標(ＫＧＩ) 及び取組みに関する分析結果をふま

え、関係する部局と調整したうえで、施策の評価を行います。 

 

○評価結果は、政策や施策を改善していくうえでの判断材料とし、その後の「施

策の方向性」に沿った取組みへとつなげます。また、第５次豊中市総合計画策

定の参考とします。 
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（３）事務事業評価 

 

 

【定  義】 個別の事務事業の費用や効果、効率などを分析し、事務事業 

の見直しを図ること 

 【目  的】 事務事業の適正化・効率化・質の向上を図るため 

【対  象】 前年度に実施した事務事業 

【評 価 者】  事務事業を担当する課の課長 

【結果の活用】担当課における事務事業の見直し 

業務の管理 

 

 

○事務事業評価では、手段や資源配分の観点から前年度に実施した事務事業をふ

りかえり、事務事業の適正化・効率化・質の向上を図ります。 

 

○事務事業評価は、事務事業それぞれの活動量を定量的に分析するとともに、必

要性や運営方法等、多面的な観点から評価します。 

 

○事務事業評価の結果については、予算や組織等、行政運営に関する既存の諸制

度と関連づけながら活用します。
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    ４．政策評価における総合計画審議会の役割              

 

 

【目  的】 政策評価の適正な運用及び客観性の向上 

【委員構成】 市民、学識経験者等 

【対  象】 後期基本計画の 16施策及びリーディングプロジェクト       

※【結果の反映】政策評価の制度の改善 

 

 

 

○政策評価の適正な運用及び客観性の向上を図るため、取組みの成果や残された

課題・今後想定される事項をふまえて、今後の取組みが書かれているか、また

それぞれの内容がわかりやすいものになっているかを分野横断的かつ俯瞰的な

視点に立ち、検証を行います。 

 

※審議会による検証を受け、政策評価制度の改善や次年度の評価時の参考としま

す。 
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  ５．マネジメントサイクルにおける政策評価の位置付け           

 

【マネジメントサイクルイメージ】 

 

 

 

○政策評価結果は、政策の進捗把握や市政運営を進めるうえで施策の優先を決

める判断材料として活用します。 

 

○次年度の事業計画・予算編成などに十分反映できるよう、政策評価結果を５

月末に仮策定を行い、事務事業評価とあわせて 8 月末に公表します。 

 

 



■2024年度（2023年度実施分）政策評価　用語集

解説 章 節

1 アウトリーチ広聴
市政参加機会の少ない市民等から市政に対する意見や提案をいた
だくことを目的とし、イベントや市の施設に職員が出向き、アンケー
トや対話により意見や提案をいただく取組み。

5 1

2 介護の未来創造支援事業

令和６年度（2024年度）から令和８年度（2026年度）に、豊中市域
において介護保険事業の就労に結び付く人材確保や定着支援に資
する事業等を行う法人格を有する団体に対し、介護人材の確保に資
する取組みを募り、必要な事業費を助成するもの。

2 1

3 管理不全空き家
管理が不十分なため、防犯・防災面での不安等、地域の住環境へ悪
影響を及ぼしている空き家。

3 4

4 危険密集
用語集No.20の「地震時等に著しく危険な密集市街地地区」と同
じ。

3 3

5 北大阪消防指令センター
豊中市、吹田市、池田市、箕面市、摂津市に能勢町及び豊能町を含
めた5市2町で緊急車両の出動等に係る消防指令業務共同運用を
行っているもの。

2 3

6
救急安心センターおおさか

「♯7119」

「救急車で行くほどではないと思うがどうしよう？」など、救急搬送
を要請すべきかどうか判断に困ったときに、「♯7119」または「06-
6582-7119」に相談すれば、救急出場要請を行うか医療機関案内
を行うか等を医師及び看護師が判断するもの。

2 3

7 空床情報提供システム
病状が悪化した在宅療養患者を受け入れることが可能な医療機関
が診療所へオンライン上で適時、入院の要件や空床情報を提供する
システム。令和6年（2024年）1月から運用を開始した。

2 2

8 クラウドファンディング

「群衆（crowd：クラウド)」と「資金調達（funding：ファンディン
グ)」を組合わせた造語で、ある事業の実施に必要な資金を、その目
的に共感する人から、主にインターネットを経由して集める取組みの
こと。

3 4

9 グリーンインフラ
社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境
が有する多様な機能を活用し、持続可能である魅力ある国土・都市・
地域づくりを進める取組み。

3 1

10 グリスポピア
グリーンスポーツセンター（大島町）で年間を通じて実施する賑わい
づくりのためのイベント。

4 2

11 健康寿命
日常生活動作が自立している期間の平均をいう。「豊中市健康づく
り・食育推進計画」では、「健康寿命の延伸」を目標とし、平均寿命と
健康寿命の差（健康でない期間）を縮小することとしている。

2 2

12 けんしん
市が実施する特定健診等（総合的な健康診断）と各種がん検診等（特
定の病気かどうかの検査）を総称して表すための便宜上の用語。

2 2

用語

【か】行

【あ】行

【参考３】



13 こころのサポーター こころの不調で悩む人をサポートする人のこと。 2 2

14 子育て世帯訪問支援事業

令和6年（2024年)施行の改正児童福祉法に位置付けられた、家
事･育児に対して不安や負担を抱える子育て家庭、ヤングケアラー等
がいる家庭の居宅を訪問支援員が訪問し、家事･育児における必要
な支援を行うことにより、家庭や養育環境を整え、虐待リスク等の高
まりを未然に防ぐことを目的とする事業。

1 3

15 こども誰でも通園制度

保育所等に通っていない子どもが、保護者の就労要件を理由を問わ
ず、時間単位で保育所等を利用することができる制度。令和7年度
（2025年度)に子ども・子育て支援法に基づく地域子ども・子育て
支援事業として制度化し、令和8年度(2026年度)から同法に基づ
く新たな給付として実施。

1 1

16 コミュニティ・スクール

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づく「学校運営協
議会制度」のことで、保護者や地域住民、地域学校協働活動推進員
などが委員として参加して、①校長が作成する学校運営の基本方針
を承認する、②学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述
べることができる、③教職員の任用に関して、教育委員会規則に定
める事項について、教育委員会に意見を述べることができる仕組
み。

1 3

17 災害対応ドローン隊
大規模地震や火災、水難救助事案などが発生した際に、被害状況の
迅速な把握や救助捜索活動などを行うことを目的とした隊。

2 3

18 シェアサイクル
都市内に複数のポート（自転車の貸し出し・返却場所）を配置し、いつ
でもどのポートでも自転車の貸し出し・返却が可能な、短時間・短距
離の移動を目的とした都市交通システム。

3 3

19 シェアードオフィス

一般的には複数の事業者や個人が共用で使うオフィスのこと。
豊中市では、シェアード会員とフリーシート会員の２種類を設けてい
て、各種相談やセミナー受講ができるほか、シェアード会員は固定の
スペースを利用することができ、事業所として登記が可能。

3 5

20
地震時等に著しく危険な密

集市街地

密集市街地のうち、延焼危険性や避難困難性が特に高く、地震時等
において、大規模な火災の可能性、あるいは道路閉塞による地区外
への避難経路の喪失の可能性があり、生命・財産の安全性の確保が
著しく困難で、重点的な改善が必要な密集市街地。

3 3

21 児童育成支援拠点

令和6年（2024年)施行の改正児童福祉法に位置付けられた、養育
環境等に課題を抱える、家庭や学校に居場所のない児童等に対し
て、当該児童の居場所となる場を開設し、児童とその家庭が抱える
多様な課題に応じて、生活習慣の形成や学習のサポート、進路等の
相談支援、食事の提供等を行うとともに、児童及び家庭の状況をア
セスメントし、関係機関へのつなぎを行う等の個々の児童の状況に
応じた支援を包括的に提供することにより、虐待を防止し、子ども
の最善の利益の保障と健全な育成を図ることを目的とする事業。

1 3

22 シニア救命講習
高齢者の救急事故の実態や特徴、ケガや事故の予防のポイント、
119番の仕方、救急活動の流れ等を伝え、自宅における心肺蘇生法
の実技やAEDの取り扱い説明などを行う高齢者向けの講習。

2 3

23 市民公益活動支援センター
市民公益活動のための情報発信や交流のための機会の提供、その
他の支援を行うための施設。

5 1

【さ】行



24 就航都市 大阪国際空港の就航先の空港が所在する自治体。 3 4

25 住宅ストック ある時点における既存住宅のこと。 3 4

26 ジュニア救命講習

管轄区域内小学校の児童を対象に、「命の大切さ」、「救命の連鎖」の
指導を行い、こどもの頃から救命手当の必要性を根付かせ、将来的
には全市民が救命手当を習得できることを目標とし、救命力の向上
を図ることを目的とした講習。

2 3

27 障害者相談支援センター

障害のある人やその家族・関係機関からの総合相談窓口として、市
内に7か所設置。福祉の専門職員を配置し、相談内容に応じて制度
の説明、困りごとを解決するための提案、関係する機関との連携な
ど対応している。

2 1

28 小中一貫型小中学校

これまでの小学校と中学校と原則、同じ学校運営形態だが、小学校
と中学校とで連携し一貫性のある教育環境を実現するため、学校間
で連携協議するための組織設置を行うなど仕組みを構築し共通の
教育目標を掲げ、9年間の総合的な学習環境を提供する学校形態の
こと。

1 2

29 食品ロス
食品廃棄物のうち、食べ残しや賞味期限切れに伴い廃棄されるもの
など、本来食べられるにもかかわらず捨てられるもの。

3 2

30
女性活躍推進事業者認証制

度

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成２７ 年法律
第６４号。）に基づき、女性活躍推進に積極的に取り組んでいる市内
事業者を「豊中市女性活躍推進事業者」として認証する制度。

4 1

31 水平リサイクル
使用済製品を原料として用いて同一種類の製品を製造するリサイク
ルのこと。

3 2

32 青少年団体連絡協議会

市内の青少年団体相互の連絡協調と青少年活動に関する諸問題の
協議を行い、青少年団体活動の積極的な推進を図ることを目的と
し、団体相互の連絡及び情報交換や連絡提携、青少年活動推進のた
めの調査、研究を行っている。

1 3

33 待機児童
保育が必要で保育所等に入所申し込みしたが、入所できず待機と
なった児童（国・こども家庭庁「保育所等利用待機児童数調査要領」
に基づく）のこと。

1 1

34 タイムラグ
ある現象に対する反応が起きるときに生ずる時間のずれ。本節の広
報誌については、作成から配布、市民や事業者の反応が市に届くま
での間に生ずる時間差のこと。

5 1

35 多機関連携会議
社会福祉法第106条の6に定める会議で、参加する支援機関などの
構成員に対し守秘義務を設けつつ、それぞれが把握している情報の
共有や世帯全体の支援方針を検討する会議のこと。

2 1

36 ダッシュボード
様々なシステムに散在しているデータを集約して可視化し、1つの画
面を見るだけで情報を把握可能にする仕組みのこと。

1 2

【た】行



37 多文化共生指針
国籍やルーツにかかわらず、すべての人が地域で安心して暮らすこ
とができる多文化共生のまちづくりを総合的に推進するための基本
理念や基本目標、具体的な取り組み内容を示したもの。

4 1

38 地域医療推進部会
豊中市保健医療審議会規則（第8条第1項）に基づき設置される部
会。市民、医療機関及び行政がそれぞれの立場で地域医療の推進に
必要な取り組み等の検討を行う。

2 2

39 地域自治組織

豊中市自治基本条例に基づき、市民及び事業者が地域における自
治を推進するために自主的に形成し、地域の安全、教育、福祉、環境
その他の課題について協議し、協力、連携しながら解決に向けて取
り組む組織のこと。

5 1

40 地域包括ケア総合システム
要支援者に関する現状を迅速かつ正確に把握し、多機関協働による
支援に繋げるための情報共有システム。

2 1

41 通訳付き添いサポート事業
日本語の理解が困難な外国人市民が生活上のさまざまな場面にお
ける手続きが円滑に行えるよう通訳派遣を行う外国人等支援団体
へ補助金を交付する事業。

4 1

42 デジタルサイネージ
ディスプレイなどの電子表示機器を使い情報を発信するメディアの
総称。表示内容をタイムリーに変更して情報発信ができるほか、利用
者が画面にタッチして操作することもできる。

2 2

43 電力の地産地消
地域で発電した電力をその地域で消費すること。送電ロスや環境負
荷の低減が期待できる。

3 2

44 豊中エコショップ
環境に配慮した取組みを行うお店を「エコショップ」として認定する
制度。その取組みの充実や向上が見られるエコショップは「優良」や
「優秀」店舗にステップアップ認定する。

3 2

45 豊中型認定居場所

豊中市子育ち・子育て支援行動計画に基づき、子どもが無料または
低額で利用できる子ども食堂や学習支援等の居場所の提供を豊中
市内で行う団体・法人等が、支援活動を通じて支援対象児童の状況
を把握し、市への報告や連携した支援を行うことで、子どもの見守り
体制の強化を図り、児童虐待を未然に防止することを目的とする事
業。

1 3

46 豊中しごと・くらしセンター

「しごと」と「くらし」の相談窓口として、働き方やキャリアに関するこ
とをはじめ、就職活動のサポートや日々のくらしの中での困りごと
の相談を受けている。また、地域企業の活性化をめざすため、無料
職業紹介所として企業の人材雇用や育成等に関する独自事業を展
開している。

2 1

47 乳児院

乳児院は、保護者の養育を受けられない乳幼児を養育する施設。乳
幼児の基本的な養育機能に加え、被虐待児・病児・障害児などに対
応できる専門的養育機能を持ち、地域の育児相談やショートステイ
等の子育て支援機能を持つ。

1 3

48 認知症カフェ
認知症の人やその家族が、地域の人や専門家と相互に情報を共有
し、お互いを理解し合う場。地域の実情に応じて認知症地域支援推
進員が企画する等、様々な実施主体方法で開催されている。

2 1

49
認知症個人損害賠償保険事

業

行方不明になる恐れのある認知症の高齢者等が日常生活における
偶然な事故により法律上の賠償責任を負ってしまった場合に、賠償
金を保険で補償。保険金額は上限3億円。

2 1

【な】行



50 ヒアリングフレイル
聴き取る機能の衰え（耳の虚弱）のこと。
聴力の低下は、コミュニケーション不足から社会的フレイルを引き起
こし、認知症やうつ状態になるリスクが高まる。

2 2

51 ピースツーリズム

広島市が、国内外の来訪者と市民が平和への思いを共有するものと
の意味合いを込め作った言葉であり、広島市各地にある被爆の痕跡
と被爆前の歴史や文化、今の市民生活や復興した姿に触れることの
できるルート提案のこと。

4 1

52 非核平和都市宣言

「豊中市非核平和都市宣言」は、日本国憲法にうたわれている平和
の理念を基調に、非核三原則の厳守と核兵器廃絶を訴え、人類共通
の願いである真の恒久平和と安全のために貢献する決意等を表明
するため、昭和５８年（１９８３年）１０月１５日に非核平和都市となる
ことを宣言したもの。

4 1

53 一声訪問

豊中市域で災害等が発生し、または発生するおそれがある場合に自
力避難困難者（高齢者や重度障がい者等）に、警報や避難勧告・指示
等の災害関連情報の取得能力や避難方法についての判断能力、避
難行動を取る上で必要な身体能力など、避難に必要な能力に関して
個々具体に実態を把握し、避難方法に加えて日常生活における火災
予防上の注意事項等を指導することを目的としている事業。

2 3

54 原田苗圃
市内の公共施設や地域緑化のためのみどりの支援拠点。敷地内に
は、緑と食品のリサイクルプラザや緑化樹木見本園、記念樹の森な
どがある。

3 1

55 フードドライブ
家庭で余っている食品を持ち寄り、フードバンク等を通じて、それを
必要としている福祉団体、施設に寄付する活動のこと。

3 2

56 フレイル
虚弱を意味し、健康な状態と介護が必要になる状態の中間をさす。
身体的フレイル・社会的フレイル・心理的フレイルなど多面的な要因
が互いに関連しあい、悪循環に陥る可能性がある。

2 2

57 プレミアム付デジタル商品券
物価高騰による家計負担の軽減を図るとともに、キャッシュレス決
済と市内の消費喚起を促進するために、豊中市が令和５年度に発行
したデジタル商品券のこと。

3 5

58 放課後こどもクラブ

児童福祉法に定められた「放課後児童健全育成事業」のことで、放課
後に帰宅しても保護者が労働等により昼間家庭にいない児童を対
象に、豊中市立小学校及び義務教育学校で遊びや生活の場を提供
し、健全な育成を図る事業。

1 3

59 包括的相談支援体制
子どものライフステージに寄り添いながら、多様な専門職が分野横
断的に連携しながら、一人一人のニーズに応じた切れめない支援を
一体的に提供する体制のこと。

1 1

60 マッチング交流会
市民活動団体、地縁団体、事業者、市が相互の活動や業務内容を共
有することにより、連携や協働を促進するための交流会。

5 1

61 みどり率
公園樹・街路樹などの樹林地、草地、農地、宅地内の緑（屋上緑化を
含む）や、河川などの水面面積の合計が市域全体の面積に占める割
合で、豊中市が独自に設定した指標。

3 1

【ま】行

【は】行



62 メンタルヘルス 精神面（こころ）の健康のこと。 2 2

63 やさしい日本語
難しい言葉を言い換えるなど、相手に配慮したわかりやすい日本
語。

4 1

64 DV
ドメスティックバイオレンスの略。配偶者や恋人など、親密な関係に
ある人からの暴力。暴力には身体的暴力だけでなく、精神的暴力、
経済的暴力、性的暴力、子供を利用した暴力がある。

4 1

65 ITコンシェルジュ

第4次豊中市総合計画後期基本計画の用語集と同じ
（集客・営業・事務効率・広報・会計等のＩＴに関するさまざまな課題に
対し、課題解決策の提示や、より良い業務環境の構築を支援するＩＴ
の専門家のこと）

3 5

66 note

文章や画像、音声、動画といった創作物を投稿して、共有できるイン
ターネット上のサービス。日本企業が運営し、広告表示や、ランキン
グという序列がないことが特徴。また、ＳＮＳのように投稿に対して
コメントを入れたり、「スキ」ボタンを押して反応を示したりする機能
があり、表現の場、交流の場として利用されている。

5 1

67 VR認知症体験
VRゴーグルを使い、認知症の中核症状（脳機能の低下によって直接
起こる症状）を体験するもの。

2 2

【アルファベット】

【や】行
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次第

1 2 3 4 5

行政評価 これまでの課題 後期基本計画

政策評価

記載のポイント マネジメント

サイクル

2



行政評価

3



◆「政策評価」及び「事務事業評価」で構成
◆政策評価については、豊中市総合計画審議会で検証

・日頃している仕事      ＝事務事業 →課単位

・事務事業が合わさったもの＝施策

・施策が重なったもの  ＝政策

＝政策評価
 政策、施策の目標がどこまで達成できたかを評価

部単位

行政評価の構成

政策、施策、事務事業とは

行政評価

政策体系 総合計画

施策

事務事業 実施計画

政策 基本構想

基本計画

事務事業計画
（実施計画）

政策評価

豊中市総合計画審議会で検証

事務事業評価

行政評価

行政評価とは

4



◆ 成果重視の行政運営
「どれだけ仕事をしたか」ではなく「どれだけ成果があったか」という視点を重視

◆ 職員間の目的・課題の共有
施策や事務事業の目的と政策をとりまく課題を職員間で共有

◆ 説明責任の確保
評価結果を公表することで、施策や事務事業の現状について、市民・事業者への
説明責任を確保することや、目的・課題を共有することにつなげる

行政評価

行政評価の目的・意義

5



【定 義】「令和9年度（2027年度）末に実現したい状態」と「重要目標達成指標
(ＫＧＩ)」に 基づき、どれだけ実現したい状態に近づいているかを基本的な
視点として、施策ごとの評価を行う

【対 象】後期基本計画の16施策及びリーディングプロジェクト

【評 価 者】施策を担当する部局長

行政評価

政策評価とは

6



ＰＤＣＡサイクルに基づく評価を実施

Plan(計画) Do(実行) Check(評価) Action(改善)を繰り返す

行政評価

政策評価の主な観点

➢ Plan(計画) ：令和9年度（2027年度）末に実現したい状態

➢ Do(実行) ：取組みの実施

➢ Check(評価) ：取組みの成果、残された課題や問題点

➢ Action(改善) ：成果、課題を踏まえた今後の方針

7



これまでの課題

8



これまでの課題

Do（取組み）ばかり記載されており、成果が記載

されていない。また、指標やエビデンスに基づい

て、成果が示されていない。

課題は示されているものの、今後の方針が示さ

れていない。反対に今後の方針は示されている

のに、課題は示されていない。

「A・B・C」の評価の理由が文章から読み取れない。

取組みの結果生じた課題（内的要因）と、今後の

社会の変化で想定される事項（外的要因）が混

同して記載されている。

前期基本計画の政策評価シート

9



後期基本計画 政策評価

10



総合計画
前期基本計画
の行政評価

後期基本計画
の行政評価

予算管理事業
(事業別予算・決算説明書の単位)

デジタル予算書で一元的に連携

※細事業単位≒予算管理事業

基本計画

実施計画

基本構想

【事務事業評価】

約1200の細事業

単位で評価

【政策評価】
施策

（17シート）
及び

施策の方向性
（51シート）

基本構想

【事務事業評価】

約300の事務事業

単位で評価

（R4～見直し済）

【政策評価】
施策

16シート
評価シート改定

統合

基本構想

全6８シート（施策・施策の方向性）
リーディングプロジェクト2シート

16施策シート
リーディングプロジェクト1シート

前期

政策評価単位の変更

デジタル予算書で連携

後期基本計画 政策評価

後期

11



後期基本計画の政策（施策）評価シート

（１）「令和9年度末に実現したい状態」に向けて効果のあった取組み

（２）重要目標達成指標（ＫＧＩ）

（３）取組みの結果、地域社会に与えた成果（インパクト、アウトカム）

（５）「令和9年度末に実現したい状態」に向けての今後の取組み

（７）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた「施策の方向性」に沿った
取組み内容について

※選択式の文章を掲載（(4)～(5)の記述をもとに選択）

（６）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた取組みの進捗度について

※選択式の文章を掲載（(1)～(4)の記述をもとに選択）

（４）取組みの結果、残された課題または社会の変化など今後想定される事項

(６)選択肢
① 想定以上に進んでいる
② 想定どおりに進んでいる
③ 想定よりやや遅れている
④ 想定より大幅に遅れている

(７)選択肢
① 取組み内容を拡充する
② 取組み内容を継続する
③ 取組み内容を変更する

目標
2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2027
年度

1 出生数 3,184人 維持

2 妊娠出産について満足している者の割合 79.4% 85%

3 健康診査受診率（4か月児） 97.1% 100%

4 保育所等待機児童数 0人 維持

5
幼保こ小連絡協議会への就学前施設
加入率

84.1% 100%

実績値の推移
重要目標達成指標（KGI） 現状

後期基本計画 政策評価

Plan

Do

Check

Check

Action

12



（３）取組みの結果、地域社会に与えた成果（インパクト、アウトカム）

後期基本計画の政策（施策）評価シート

（１）「令和9年度末に実現したい状態」に向けて効果のあった取組み

（２）重要目標達成指標（ＫＧＩ）

（５）「令和9年度末に実現したい状態」に向けての今後の取組み

（７）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた「施策の方向性」に沿った
取組み内容について

※選択式の文章を掲載（(4)～(5)の記述をもとに選択）

（６）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた取組みの進捗度について

※選択式の文章を掲載（(1)～(4)の記述をもとに選択）

（４）取組みの結果、残された課題または社会の変化など今後想定される事項

(６)選択肢
① 想定以上に進んでいる
② 想定どおりに進んでいる
③ 想定よりやや遅れている
④ 想定より大幅に遅れている

(７)選択肢
① 取組み内容を拡充する
② 取組み内容を継続する
③ 取組み内容を変更する

後期基本計画 政策評価

Plan

Do

Check

Check

Action

目標
2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2027
年度

1 出生数 3,184人 維持

2 妊娠出産について満足している者の割合 79.4% 85%

3 健康診査受診率（4か月児） 97.1% 100%

4 保育所等待機児童数 0人 維持

5
幼保こ小連絡協議会への就学前施設
加入率

84.1% 100%

実績値の推移
重要目標達成指標（KGI） 現状

各施策に「令和9年度末に実現したい状態」
とKGIを設定している。

この目標に対して評価する。
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目標
2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2027
年度

1 出生数 3,184人 維持

2 妊娠出産について満足している者の割合 79.4% 85%

3 健康診査受診率（4か月児） 97.1% 100%

4 保育所等待機児童数 0人 維持

5
幼保こ小連絡協議会への就学前施設
加入率

84.1% 100%

実績値の推移
重要目標達成指標（KGI） 現状

後期基本計画の政策（施策）評価シート

（１）「令和9年度末に実現したい状態」に向けて効果のあった取組み

（２）重要目標達成指標（ＫＧＩ）

（３）取組みの結果、地域社会に与えた成果（インパクト、アウトカム）

（５）「令和9年度末に実現したい状態」に向けての今後の取組み

（７）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた「施策の方向性」に沿った
取組み内容について

※選択式の文章を掲載（(4)～(5)の記述をもとに選択）

（６）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた取組みの進捗度について

※選択式の文章を掲載（(1)～(4)の記述をもとに選択）

（４）取組みの結果、残された課題または社会の変化など今後想定される事項

(６)選択肢
① 想定以上に進んでいる
② 想定どおりに進んでいる
③ 想定よりやや遅れている
④ 想定より大幅に遅れている

(７)選択肢
① 取組み内容を拡充する
② 取組み内容を継続する
③ 取組み内容を変更する

後期基本計画 政策評価

Plan

Do

Check

Check

Action

（３）、（４）では、（１）の取組みによって
生じた成果および課題を記載。

（１）では取組みとその結果を記載する。
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目標
2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2027
年度

1 出生数 3,184人 維持

2 妊娠出産について満足している者の割合 79.4% 85%

3 健康診査受診率（4か月児） 97.1% 100%

4 保育所等待機児童数 0人 維持

5
幼保こ小連絡協議会への就学前施設
加入率

84.1% 100%

実績値の推移
重要目標達成指標（KGI） 現状

後期基本計画の政策（施策）評価シート

（１）「令和9年度末に実現したい状態」に向けて効果のあった取組み

（２）重要目標達成指標（ＫＧＩ）

（３）取組みの結果、地域社会に与えた成果（インパクト、アウトカム）

（５）「令和9年度末に実現したい状態」に向けての今後の取組み

（７）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた「施策の方向性」に沿った
取組み内容について

※選択式の文章を掲載（(4)～(5)の記述をもとに選択）

（６）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた取組みの進捗度について

※選択式の文章を掲載（(1)～(4)の記述をもとに選択）

（４）取組みの結果、残された課題または社会の変化など今後想定される事項

(６)選択肢
① 想定以上に進んでいる
② 想定どおりに進んでいる
③ 想定よりやや遅れている
④ 想定より大幅に遅れている

(７)選択肢
① 取組み内容を拡充する
② 取組み内容を継続する
③ 取組み内容を変更する

後期基本計画 政策評価

Plan

Do

Check

Check

Action（５）では、今後の方針を記載。
（３）（４）の成果・課題を踏まえた内容となるように
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目標
2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2027
年度

1 出生数 3,184人 維持

2 妊娠出産について満足している者の割合 79.4% 85%

3 健康診査受診率（4か月児） 97.1% 100%

4 保育所等待機児童数 0人 維持

5
幼保こ小連絡協議会への就学前施設
加入率

84.1% 100%

実績値の推移
重要目標達成指標（KGI） 現状

後期基本計画の政策（施策）評価シート

（１）「令和9年度末に実現したい状態」に向けて効果のあった取組み

（２）重要目標達成指標（ＫＧＩ）

（３）取組みの結果、地域社会に与えた成果（インパクト、アウトカム）

（５）「令和9年度末に実現したい状態」に向けての今後の取組み

（７）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた「施策の方向性」に沿った
取組み内容について

※選択式の文章を掲載（(4)～(5)の記述をもとに選択）

（６）「令和9年度末に実現したい状態」に向けた取組みの進捗度について

※選択式の文章を掲載（(1)～(4)の記述をもとに選択）

（４）取組みの結果、残された課題または社会の変化など今後想定される事項

(６)選択肢
① 想定以上に進んでいる
② 想定どおりに進んでいる
③ 想定よりやや遅れている
④ 想定より大幅に遅れている

(７)選択肢
① 取組み内容を拡充する
② 取組み内容を継続する
③ 取組み内容を変更する

後期基本計画 政策評価

Plan

Do

Check

Check

Action

（6）「取組みの進捗度」と
(7)「取組み内容の今後の展開」について
施策全体で、総合的に判断し選択。
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後期基本計画 政策評価

  記載のポイント

17



該当箇所：（１）「令和9年度末に実現したい状態」に向けて効果のあった取組み

記載ポイント

① Do（取組み）を書くときのポイント

令和9年度末に実現したい状態に向けて、ポイントを絞って記載

➢重点的に実施した取組み
（例：当該年度新たに取り組んだ事業、拡充した事業など）

➢トピックとなる取組み
（例：全国初、府内初やメディアに取り上げられた取組みなど）

➢効果があった取組み、課題が残る取組み
（例：目標値を達成した・未達成だった取組み、新たな課題が生じた取組みなど）

ポイント
網羅的に記載すると、何が言いたいのかが不明確になり、わかりづらくなる。
取りまとめ部局が中心となり、シート全体として一番何を伝えたいのかを整理し、優先順位をつけて記載！
「書いていない」＝「やっていない」ではない。
18



   評価として求めているもの＝「インパクト、アウトカム」
 

   事業を実施した結果、地域や市民にどういう影響を与えたかを、
 数値やエビデンスに基づいて記載

記載ポイント

②Check（成果）を書くときのポイント

該当箇所：（３）取組みの結果、地域社会に与えた成果（インパクト、アウトカム）

例）食育イベントの成果とは？
×イベント実施したことや、イベントの参加者数が増えること⇒成果ではない
〇イベントに参加した人の食育に関する意識が高まること ⇒成果

参加者へのアンケートやインタビューを通じて、意識の変化について把握する必要がある。

19



結果の要因分析を十分に行い、課題を明確にする。

ポイント

課題は、内的要因（内部の問題）と外的要因（社会環境・経済の変化、コロナなど）の両方から
要因分析し、明らかにすること。

記載ポイント

該当箇所：（４）取組みの結果、残された課題または社会の変化など今後想定される事項

例）食育イベントの参加者数が前年度比で大幅に減少した
成果：参加者の食育に関する意識が高まること

<事業の課題は？＞
要因分析

×コロナの影響で参加者数が減少し参加者が減ったため意識は向上できなかった
⇒外的要因は自分たちでコントロールすることができない
○コロナ禍であっても、意識を高めるためには、何が足りなかったのかを分析し課題を明らかにする。

②Check（課題）を書くときのポイント

20



成果・課題は指標やアンケート結果など、
エビデンスに基づいて記載

ポイント

アウトカム評価は複数の要素が重なり合っているため、一つの事業だけで成果がでたとは言えないケースもある。
どのような理由で、成果が出た、出なかったのかを、関係部署で一緒に考えて評価をすることが必要。

記載ポイント

成果・課題の根拠について

指標

例）歩道を設置する事業
目的…歩行者と自動車の接触事故を減らすこと
アウトプット…歩道を〇〇ｍ整備する
アウトカム…交通事故の件数が減る
⇒「歩道を○○ｍ整備した結果、交通事故件数が減少しました」とは言い切れないため、関係部署で要因を検討。

・アウトプット指標 ・・・事業を実施した結果（ex.窓口の相談件数、研修の受講者数など）
・アウトカム指標 ・・・事業の成果、地域社会や市民に与える影響や変化（出生数、市民満足度など）

21



Plan

計画

Do

取組み（１）

Check

要因分析

Check Action

Check（課題）に対応したAction（今後の方針）を記載
課題があると書いているにもかかわらず、その課題を次の年にどう改善するのかが書いていない。

    反対に、今後の方針は書いているが、その前の評価がない、ということがないように。

Check（課題）とAction（今後の方針）を一対一対応させるために、check（課題）に番号を振って、
対応するAction（今後の方針）を書くことも有効

記載ポイント

③Action（今後の方針）を書くときのポイント

該当箇所：（５）「令和9年度末に実現したい状態」に向けての今後の取組み

成果(3)・課題(4) 今後の方針（５）
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政策評価では市の取組みをPR。
メリハリをつけ、市民にとってわかりやすい文章で記載。

 市民の関心が高いことや社会的に話題になっていること
 全国的にモデルとなる取組みや他市より進んでいること

記載ポイント

④全体のポイント

PRのポイント

わかりやすい文章のポイント

 専門用語や略語はできるだけ避け、具体的かつわかりやすく記載
 文章は、内容を羅列すると伝いたいことが不明瞭になるため、ポイントを絞って記載

Point
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✓ 成果は、地域社会や市民にどういう影響を与えたかの視点で、
 数値やエビデンスに基づき記載

✓ 課題は、内的要因と外的要因の両方から要因分分析。

✓ Check（課題）とAction（今後の方針）がつながるように！

✓ 要点を絞ってメリハリのある文章になるように！

記載ポイント

まとめ
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マネジメントサイクル
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26

ＣＡ Ｐ Ｄ

目標に対する成果・課題・今後
の方向性の検討

評価で示した成果や課題をもとに実施計画の作成、合同ヒアリング・政策会議の実施、予算編成
事業
開始

政策評価

事務事業評価

事務事業計画（実施計画）

事
業
実
施

評
価
に
基
づ
く
課
題
・改
善
策
を
反
映

政策会議

予算編成

マネジメントサイクル
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3月 ４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

政策評価

事務事業評価

事務事業計画
（実施計画）

政策会議

予算編成

●公表

●公表
（1回目：予算要求の基礎）

●

入力

内示

反
映

最終調整1回目シート入力

●公表● 最終調整1回目シート入力

●1回目 ●2回目 ●3回目

マネジメントサイクル

スケジュール

●公表
（2回目：当初
予算に対応）
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基本的な考え方 公表時期

政策評価

各施策に設定している「令和9年度末に実現したい状態」と「重要目標達成指標(ＫＧＩ)」に
基づき、どれだけ実現したい状態に近づいているかを基本的な視点として、施策ごとに評
価を行い、成果・課題およびそれに対する改善策を明らかにします。
政策評価で示した改善策が次年度以降の実施計画や政策会議の内容につながるように
記載してください。

8月末

事務事業評価
各課が持つ事務事業の評価。事務事業評価で示す成果・課題及びそれに対する改善策は
政策評価と齟齬がないようにしてください。

8月末

事務事業計画
（実施計画）

政策評価および事務事業評価で明らかになった課題とそれに対する改善策をもとに、実
施計画を作成します。合同ヒアリングや政策会議の資料としても使用します。

（1回目）11月末
（2回目）当初予算

確定後

政策会議
市の重要施策について審議します。
政策会議にかける内容は政策評価の課題をもとに設定してください。

政策会議後
随時

マネジメントサイクル
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2024経営戦略方針

基本政策に基づく取組みを総合的に進めつつ、中期の経営戦略方針に定める「未来への投資戦略」をさらに重点化する

【基本戦略】

（中期の経営戦略方針に定める「未来への投資戦略」）

優先課題①子どもたちの笑顔あふれる未来のために 優先課題②コロナを乗り越え、元気いっぱいの豊中へ優先課題③暮らしを便利に・快適に

“地域活性化・発展の戦略”として「こども政策の充実・強化」を重点政策に位置づけ

２

３

子育て世代が将来にわたり「ずっと住み続けたいと思える環境づくり」をあわせて推進（全世代に対する効果）

取組みを推進するにあたっては「デジタル」を徹底的に活用

課題対応と地域活性化・発展を両立させ好循環を創出

●「創る改革」により新たな投資を行うための恒常的財源を確保

●政策の重点化に対応するため予算編成において「重点戦略フレーム」を措置

【重点化の考え方】

【戦略推進にあたって】

【背景】

１

●未来への投資を持続的に行うため、重点課題を絞込み、
有効な取組みに投資を重点化

●脱コロナにおける資源配分への転換
（国からの財政支援が縮小、物価高などコスト増要因）
●市有施設の老朽化に伴う更新経費、社会保障関係経費の増

●人口は令和２年をピークに減少局面
（社会増で自然減をカバーしきれない状況）
●市内転入・市外転出は２０～３０才代がいずれも最多
●国を挙げたこども・子育て政策の抜本的な強化

●子育て世代の市内転入の推進・当該世代の居住定着の向上
●地域特性を踏まえたこども政策の推進
※若年世代の増加は、コミュニティ、防災、地域経済、社会保障を
はじめ地域社会全体へ効果が波及

・本市は強みや特性を背景に発展。このため、こども・子育て世代の視点ももって本市の強み・特性に磨きをかけ「ずっと住み続けたいま

ち」の実現に向けて、下記に該当する取組みを推進する。

●人とのつながり、交流、学びの機会を充実させる取組み ●安心安全な暮らしを支える住環境を向上させる取組み

●交通の利便性・快適性を高める取組み ●地域資源に磨きをかける取組み

着
眼
点

課
題

【参考５】



※2025経営戦略方針 1、2ページ抜粋資料
3ページ以降は下記、豊中市ホームページよりご確認いただけます。
https://www.city.toyonaka.osaka.jp/joho/keikaku/keieisenryakuhoushin/abcd.files/keieisennryaku2025.pdf

【参考６】



３つのプロジェクトと変革を統合的に推進（戦略全体像）

❶小1の壁解消 ❷パーソナライズ教育で学力ＵＰ ❸サービスをもっと便利に
❹子ども・子育てをまるごと応援 ❺子どもに学校・家庭以外の居場所を

❶誰もが快適に移動・外出 ❷エリア全体に賑わいを 
❸みんなが憩う空間の創出 ❹公園大改革

❶事業者の立地を促進 ❷事業者間のネットワークづくり
❸新たな雇用の創出 ❹新たな子育て支援サービスを創出
❺スタートアップ*を支援

戦略遂行に伴う税収・税外収入（寄附金、広告収入など）の増

サービスの質的向上を図る領域(学校水泳指導、こども園、放課後こどもクラブなど)での活用、PFS */SIB*

の活用、専門人材等

発展的利活用を図る領域（学校跡地/公園/図書館/介護予防センターなど）での展開

新たな事業手法（不動産証券化*・P-PFI*など)の取込み等

書かない窓口・公金収納(ﾌﾛﾝﾄ/ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ改革）、データ利活用、デジタルインフラ統合(クラウド化など)

公民学連携、公営企業改革、財務リスク管理等

KPI 戦略の進捗状況を指標により管理 ❶人口（転入・若年など） ❷税収等 ❸雇用 ❹事業者 ❺満足度・幸福度

子育てしやすさＮＯ.1プロジェクト群 核

変革の推進
❶歳入の拡大

❷民間資源の活用

❸戦略的な資産活用

❹ＤＸの推進

❺事務のアップデート

快適・賑わい・憩い空間づくりプロジェクト とよなかエコシステム*推進プロジェクト

快適で賑わい憩える空間づくりを進め、良好な住環境を
豊中ブランドとして、さらに強固に

子育ての社会化の推進を基本理念に
子育て世帯が将来にわたり住み続け
たいまちを実現

民間の活動を喚起・支援し、市内におけるさらなる
投資拡大・イノベーション *向上につなげ地域経済を活性化

※ プロジェクトに基づく個別の取組みについては、今後順次、具現化していきます。 2
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To y o n a k a  N e w s

　少子化は極めて深刻な状況で、市長就任以来、強い危機感を持っています。
　この課題に対しては、自治体・国・企業などが総力をあげて対応しなければ
なりません。
　本市においては、「こども政策の充実・強化」を重点政策として、地域の実情
に合わせた子育て支援サービスを、きめ細やかに行っていきます。「子育てしや
すさNO.１」の実現のため、豊中市議会に諮り、今後5年間で約100億円規模
の大胆な投資を実施していきます。
　子育て世代が「将来にわたってずっと住み続けたい」と思えるまちづくりを
進めることで、投資の効果を子育て世代だけでなく全世代に波及させていき
ます。

豊中市はこども政策を
充実・強化します

しやすさ
Toyonaka City

「子育ては親だけがやるもの」という
考え方から脱却し、子育ての社会化を
進めます
子育てしやすくするためのサービスを
充実させます
子育て世帯が「ずっと住み続けたい」と
思うまちを実現します

長内繁樹市長

【参考７】
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To y o n a k a  N e w s

「小1の壁」を解消

一人ひとりに個別最適な教育を提供

子どもとその家庭を社会全体で守る

◆ �放課後こどもクラブ（一部）で、預かり時間延長と休
日開設を実施します

◆ �ベビーシッターや家事代行など、保護者の自由時間
を作り出せるサービスの利用を支援します

◆ �放課後こどもクラブで、民間資源を活用し、英語やサ
イエンス、プログラミングなどの習い事ができるよ
うにします

◆ �AIドリルなどのデジタル技術の活用で、子ども一人ひ
とりの学習状況に合わせた教育を実現します

◆ �学校に通えない子どもに配慮し、特色あるカリキュラ
ムや環境で安心して学ぶことができる学びの多様化
学校（いわゆる不登校特例校）を設置します

◆ 修学旅行費やドリルなどの副教材費を無償化します

◆ �子ども食堂など、家庭や学校以外の子どもの居場所
をすべての小学校区につくります

◆ 子育て支援サービスの量や種類を増やします

◆ �一時保育手続きのシステム化や20時まで延長保育
できる施設の拡充、病児保育施設の新設をします

◆ �きょうだいが同じ園に入りやすくします

ほかにもたくさんの取り組みを実施します

問経営戦略課 6858 -27 73



基本政策

市長の任期中に取り組む施策をまとめたもの

【期間】2022年度～２０２５年度

第4次豊中市総合計画

市政運営の根幹となるまちの将来像を明ら

かにし、それを達成するための施策を総合的、

体系的に示したもの

【期間】2018年度～2027年度（10年間）

（前期：5年間、後期：5年間）

経営戦略方針

「第4次総合計画」および「基本政策」を経営的視

点で、スピード感をもって着実に進めるための

方針で単年度ごとの重点的取組みをまとめてい

る。

総合計画・基本政策・経営戦略方針の関係図

行政評価で
進捗管理

• 子育ち・子育て
• 都市計画
• 健康福祉 など

行程表で
進捗管理

分野別計画

【参考８】
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